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　Abstract:　The 58th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-58) conducted 
geological field surveys in the regions of Lützow-Holm Bay, Prince Olav Coast, and 
Enderby Land during the 2016⊖2017 austral summer season.  The ﬁeld party consisted of 
four Japanese geologists and three Asian geologists (Thai, Indonesian, Mongolian), and 
was joined periodically by JARE-58 expedition leader, Prof. Motoyoshi.  Field parties 
were supported throughout the summer season by a smaller secondary helicopter (AS350) 
in addition to two main helicopters (CH101) stationed on the icebreaker Shirase.  This 
report summarizes ﬁeld preparations and the geological work undertaken, and highlights 
several key points for future planning and research.
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1．　は じ め に
　第 58 次日本南極地域観測隊（the 58th Japanese Antarctic Research Expedition: JARE-58．以下，
第 58 次隊）では，夏期野外観測項目の一つとして，リュツォ・ホルム湾（Lützow-Holm 
Bay），プリンスオラフ海岸（Prince Olav Coast），及び，エンダビーランド（Enderby Land）
露岩域での地質学的調査が 2016 年 12 月から 2017 年 2 月にかけて実施された．リュツォ・











リコプター CH101（以下，CH ヘリと略す）2 機と観測隊チャーターの小型ヘリコプター




換科学者 3 名（AFoPS 隊）が加わって，総勢 7 名で構成され，一部期間は本吉隊長が加わっ
て最大 8 名になった（表 1）．その役割分担を表 2 に記す．なお AFoPS とは，Asian Forum 
for Polar Sciences（アジア極地科学フォーラム）の略で，アジア地域で南極観測をおこなっ
ている中国，韓国，インド，マレーシア，日本がメンバー国となっている．今回 JARE で組











Table 2.  Roles of individual ﬁeld party members.
表 1　地質調査隊の構成












Fig. 1.  Planned study areas. A) Lützow-Holm Bay and Prince Olav Coast region: Concentric circles indicate 
distances from Syowa Station in kilometers and nautical miles. B) Amundsen region: Concentric circles 
indicate distances from the center of Amundsen Bay in kilometers and nautical miles.
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前半にプリンスオラフ海岸の露岩域，後半にリュツォ・ホルム湾沿岸の露岩域の調査を実施
した．「しらせ」搭載 CH ヘリの 1 機が当初トラブルで稼働しなかったため，12 月下旬に予




Table 3.  Planned ﬁeld schedule and recorded operations. (1/2)
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座標を表 4 にまとめた．以下，往路エンダビーランドの調査（第 1 期），プリンスオラフ海
岸沿岸露岩域の調査（第 2 期），リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域の調査（第 3 期），復路エン











載の CH ヘリの防錆解除とブレード取り付けの後，当初予定（12 月 19 日）より 2 日前倒し
の 12 月 17 日にアムンゼン湾周辺地域でのオペレーションが開始された．
　当初計画では，往路アムンゼン湾でのヘリオペの翌日に，プリンスオラフ海岸沖に「しら
せ」が移動して，新南岩への地質チームの人員・物資の野外送り込みを実施する予定であっ
た．それにあわせて，CH ヘリのうちの 1 便がウイドーズ岬（Point Widdows）を経由して，
短時間の日帰り地質調査をおこなう予定であった．しかし，「しらせ」搭載の CH ヘリ 2 機
のうちの 1 機（93 号機）に不具合が発生したため，往路のプリンスオラフ海岸沖への「し
表 4　ヘリコプターオペレーションによる着陸地点の座標
Table 4.  GPS coordinates of helicopter landing sites.
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らせ」の移動と新南岩への地質チームの人員・物資の送り込みは中止となった．その代わり

























⑶　ウイドーズ岬の日帰り地質調査（2016 年 12 月 18 日）
　12 月 17 日のアムンゼン湾のオペレーション終了後，氷状偵察フライトの結果に基づいて，
「しらせ」は氷海をタンジ半島（Tange Promontory）沖まで移動した．ウイドーズ岬の沖合約
100 km の距離から，CH ヘリのフライトをおこなった．フライト距離と燃料の制約から，地
質隊 4 名（外田・馬場・亀井・北野）のみで調査をおこなうこととなった．ウイドーズ岬に
は約 2.5 時間滞在し，地質調査と岩石試料の採取をおこなった．ウイドーズ岬は，海岸に面














から，昭和基地から 200 km 以上離れた新南岩のキャンプ調査は断念することとし，調査予
定露岩・調査期間・メンバーを組み替えて，まずは地質隊 4 名（外田・馬場・亀井・北野）
のみで日の出岬から調査を開始することとした．
⑵　日の出岬の地質調査（2016 年 12 月 22 日～12 月 27 日）
　12 月 22 日に，「しらせ」から日の出岬に，CH ヘリ 2 機で，人員 4 名と物資 850 kg を輸
送した．日の出岬のベースキャンプ予定地は，露岩北部の小半島の付け根の比較的小さな池
の近傍（オプション 1）と，過去の実績のある露岩北西部のペンギン台東側の比較的大きな





Fig. 2.  A) Geological survey at Point Widdows. B) Kakure Rock, located east of Sinnan Rocks on the eastern 
side of Sinnan Glacier.
20 外田智千ほか
ション 2 の地点を着陸地点・ベースキャンプとした．
　日の出岬には，12 月 22 日から 27 日までの 5 泊 6 日滞在した．調査は 12 月 23 日から 26
日までの 4 日間おこなった．期間中晴天が続き，露岩ほぼ全域の調査をおこなうことができ
た．全域の調査に 4 日間は最適な期間であった．調査中は各自 UHF 無線機を携行し，4 名
全員が徒歩で一緒に行動した．詳細な調査をおこなう場所では，視界の範囲内において適宜
無線で情報交換しながら調査をおこなった．
⑶　あけぼの岩の地質調査（2016 年 12 月 27 日～2017 年 1 月 4 日）
　次のあけぼの岩から，AFoPS 隊の外国人 3 名（Prayath，Nugroho，Davaa）は地質隊の日
本人 4 名に合流した．まず CH ヘリの第 1 便で，AFoPS 隊 3 名（＋補充用食料）と本吉隊長
がそれぞれ「しらせ」と昭和基地から日の出岬に飛来し，日の出岬で物資 450 kg を積載し











　調査は 12 月 28 日から 1 月 3 日までの 7 日間おこなった．ただし，地質隊の 4 名は 12 月
30 日に観測隊 AS ヘリによる新南岩への日帰り地質調査をおこなった．また，1 月 1 日は休
養日課（正月）とし，一部の隊員のみキャンプ周りの短時間の調査をおこなった．6⊖7 日間
の調査期間は，露岩全域を調査するのにちょうど適当な期間であった．また，最終日の 1 月
3 日には，UAV（無人ヘリコプター DJI Inspire 1）での地質構造の空撮をおこなった．
⑷　新南岩の地質調査（2016 年 12 月 30 日）
　あけぼの岩に滞在中の 12 月 30 日に，昭和基地から飛来した観測隊の AS ヘリで，地質隊
4 名のみ新南岩へのヘリオペと日帰りの地質調査をおこなった．昭和基地からあけぼの岩ま
で約 170 km，あけぼの岩から新南岩まで約 70 km の距離があるため，途中で AS ヘリに給油
が必要となる．そのため，まず「しらせ」の CH ヘリで AS ヘリ用の JET-A1 航空燃料ドラ





ペレーションとなった．また，AS ヘリのフライトの際は，75 マイル（約 140 km，注：ヘリ
オペで用いる「マイル」は，陸上の mile（1 mile＝約 1609 m）とは異なり，海上の nautical 
mile（NM）のことで，1 NM＝1852 m）以内にレスキュー支援のためのヘリコプターが待機
していることが必要である．そのため，AS ヘリがあけぼの岩から新南岩へのフライトを実






長が AS ヘリで一緒に飛来し，あけぼの岩で AFoPS 隊の 3 名とともに地質調査をおこなった．
本吉隊長は，あけぼの岩からの AS ヘリの戻り便で一緒に昭和基地に帰投した．
⑸　明るい岬の地質調査（2017 年 1 月 4 日～1 月 8 日）
　あけぼの岩での調査終了後，地質隊 4 名と AFoPS 隊 3 名の計 7 名全員で物資とともに CH
ヘリで明るい岬に移動した．明るい岬には，2017 年 1 月 4 日から 1 月 8 日までの 4 泊 5 日
滞在した．ベースキャンプは，前例通り，明るい岬北部の小池のほとりの平坦地に設置した．
調査は 1 月 4 日から 1 月 7 日までの 4 日間おこなった．明るい岬は，過去の精査情報により，
重点的に見るべき地域がある程度分かっていたため，4 日間でちょうど必要な調査を実施で
きた．最終日の 1 月 7 日には，UAV（DJI Inspire 1）での地質構造の空撮をおこなった．
⑹　天文台岩の地質調査（2017 年 1 月 8 日～1 月 12 日）
　明るい岬での調査終了後，地質隊 4 名と AFoPS 隊 3 名の計 7 名全員で物資とともに CH
ヘリで天文台岩に移動した．天文台岩には，1 月 8 日から 1 月 12 日までの 4 泊 5 日滞在した．
ベースキャンプは，事前に地図上で唯一確認できた露岩中央南部の小池付近に設置した．調
査は 1 月 9 日から 1 月 11 日までの 3 日間おこなった．ただし，地質隊の 4 名は 1 月 9 日に
観測隊の AS ヘリによるオメガ岬（Cape Omega）への日帰り地質調査をおこなった．天文台
岩は，雪面の分布域が広く，露岩はその間に散在する．3 日間でちょうど必要な調査を実施
できた．天文台岩での調査終了後，地質隊＋AFoPS 隊の 7 名は物資とともに「しらせ」に
帰還した．
⑺　オメガ岬の地質調査（2017 年 1 月 9 日）
　天文台岩に滞在中の 1 月 9 日に，昭和基地から飛来した観測隊の AS ヘリで，地質隊 4 名
のみオメガ岬へのヘリオペと日帰りの地質調査をおこなった．オメガ岬～天文台岩は昭和基




着陸し，AS ヘリのエンジンをシャットダウンして駐機している約 4 時間の間に着陸地近傍
エリアの調査をおこなった．
　地質隊がオメガ岬へのヘリオペに出かけて天文台岩を不在の間，昭和基地から本吉隊長が
飛来し，天文台岩で AFoPS 隊の 3 名とともに地質調査をおこなった．
2.2.3.　リュツォ・ホルム湾沿岸露岩域の調査〈第 3 期〉
⑴　概要
　プリンスオラフ海岸露岩域の日の出岬から天文台岩まで，通算 21 泊 22 日（12 月 22 日～
1 月 12 日）の連続した野外キャンプ滞在での調査を終えて「しらせ」に帰還し，持ち帰っ
た物資・岩石試料の整理と次の調査準備を 1 月 12 日～13 日の 2 日間でおこなった後，1 月
14 日からリュツォ・ホルム湾沿岸の露岩域の調査を実施した．
⑵　スカレビークハルセンの地質調査（2017 年 1 月 14 日～1 月 17 日 /⊖19 日）
　スカレビークハルセン（Skallevikshalsen）には，地質隊 4 名と AFoPS 隊 3 名に加えて，
本吉隊長と 2 名の同行者（教員派遣・報道）が加わり，総勢 10 名が滞在した．物資量は約
1350 kg となった．ベースキャンプは，前例通り，露岩中央部にある大理池の北西湖岸の広
い平坦地に設置した．地質隊の 4 名は，1 月 14 日から 1 月 17 日までの 3 泊 4 日滞在し，
AFoPS 隊の 3 名と本吉隊長は 1 月 14 日から 1 月 19 日までの 5 泊 6 日滞在した．1 月 17 日
に地質隊 4 名がボツンヌーテン（Botnnuten）に移動する CH フライトにあわせて同行者の
入れ替わりがあり，1 月 17 日から 1 月 19 日までは，3 名の同行者（教員派遣 2 名・公開利
用研究 1 名）が加わり，AFoPS 隊 4 名と本吉隊長を加えて総勢 7 名が滞在した．スカレビー
クハルセンは，過去の精査情報により，重点的に見るべき地域がある程度分かっているため，
2⊖4 日の比較的短い調査期間であったが，必要な調査を実施できた．1 月 16 日には，UAV（DJI 
Inspire 1）での地質構造の空撮もおこなった．
⑶　ボツンヌーテンの地質調査（2017 年 1 月 17 日～1 月 19 日）
　1 月 17 日に，地質隊の日本人 4 名が必要物資 300 kg＋予備物資 200 kg とともに CH ヘリ
でルンドボークスヘッタ（Rundvågshetta）からボツンヌーテンに移動した．ボツンヌーテン
は，昭和基地から約 110 マイル（約 200 km）離れており，無線中継等のために 2 機の CH ヘ
リでフライトがおこなわれた．ボツンヌーテンには，1 月 17 日から 1 月 19 日までの 2 泊 3
日滞在した．
　ベースキャンプは，前例通り，山塊北側に発達する 500×1000 m 程度の広さのウインドス
クープ状の凹地内の氷床上に設置した．調査は 1 月 17 日と 18 日の 2 日間おこなった．1 月







⑷　ルンドボークスヘッタの地質調査（2017 年 1 月 19 日～1 月 23 日）
　1 月 19 日に，地質隊 4 名はボツンヌーテンから，AFoPS 隊 3 名と本吉隊長はスカレビー
クハルセンから，それぞれ物資とともにルンドボークスヘッタに移動・合流した．ベースキャ
ンプは，前例通り，露岩北西部の海岸近くに設置した．ルンドボークスヘッタには，1 月 19
日から 1 月 23 日までの 4 泊 5 日滞在した．ただし，地質隊の 4 名は 1 月 20 日に観測隊 AS
ヘリによるテーレン（Telen）への日帰り地質調査をおこなった．本吉隊長は，1 月 20 日の
AS ヘリでのテーレン調査後の戻り便で昭和基地に帰還した．ルンドボークスヘッタも，過
去の精査情報により，重点的に見るべき地域がある程度分かっているため，比較的短い滞在
期間であったが，必要な調査を実施できた．1 月 22 日には，UAV（DJI Inspire 1）での地質
構造の空撮もおこなった．
⑸　テーレンの地質調査（2017 年 1 月 20 日）
　ルンドボークスヘッタに滞在中の 1 月 20 日に，昭和基地から飛来した観測隊の AS ヘリで，
地質隊 4 名のみテーレンへのヘリオペと日帰りの地質調査をおこなった．テーレンとルンド




AS ヘリが昭和基地から飛来し，テーレンからルンドボークスヘッタに地質隊の 4 名が戻り，
入れ替わりに本吉隊長がルンドボークスヘッタから AS ヘリに搭乗して昭和基地に帰還し
た．
⑹　ラングホブデの地質調査（2017 年 1 月 23 日～1 月 26 日）
　ルンドボークスヘッタでの調査終了後，地質隊 4 名と AFoPS 隊 3 名の計 7 名全員で物資
とともに CH ヘリでラングホブデ（Langhovde）雪鳥沢生物観測小屋（以下，雪鳥小屋）に
移動した．その際，事前に準備・手配してあった補充用食料を「しらせ」で積載して，一緒
に運んでもらった．ラングホブデには，1 月 23 日から 1 月 26 日までの 3 泊 4 日滞在した．
ラングホブデでは，雪鳥小屋とその周囲にたてた居住用個人テントをベースとした．調査は
1 月 24 日と 25 日の 2 日間おこなった．
⑺　スカルブスネス（2017 年 1 月 26 日）







プターへ戻して「しらせ」に帰還した．なお，当日の最終便のフライトで CH ヘリの 1 機の
操縦席の風防に亀裂が見つかり，南極での修理不能のため，当該機体は運行停止となった．
また，その後しばらく予報通りの悪天が続いた．
⑻　ヒューカの地質調査（2017 年 2 月 4 日）
　1 月 26 日に「しらせ」に帰還して以降，悪天と海洋観測のスケジュールとの調整等により，
計画していた残りの地質調査は「しらせ」での待機が続いた．2 月 4 日に，陸上生物との合
同便で，地質隊のうちの 3 名（馬場・亀井・北野）のみヒューカ（Kjuka）への CH ヘリに
よる日帰りヘリオペと地質調査を実施した．同日，地質隊 4 名と AFoPS 隊 3 名の 7 名全員
が昭和基地に移動した．
⑼　西オングル島の地質調査（2017 年 2 月 6 日）
　2 月 4 日から 7 日まで 3 泊 4 日で昭和基地に滞在した．当初 2 月 5 日に予定していたが，
悪天で待機となったため，翌 2 月 6 日に観測隊の AS ヘリで西オングル島へのヘリオペと日
帰りの地質調査をおこなった．着陸地点は，西オングル島北西部のテレメトリ小屋の近傍で，
地質隊 4 名と AFoPS 隊 3 名の計 7 名を AS フライト往路 2 便と復路 2 便で，約 5.5 時間の滞
在の間に西オングル島の北西部エリアの調査をおこなった．西オングル島での調査終了後，
翌 2 月 7 日に昭和基地から「しらせ」に戻った．
2.2.4.　復路エンダビーランドの調査〈第 4 期〉
⑴　概要
　2 月 15 日に昭和基地への最終便フライトがおこなわれ，「しらせ」は昭和基地方面での行
動を完了した．その後，海洋観測をおこないつつ，2 月 18 日にアムンゼン湾に到着した．




リアを 3 地域に集約し，前半 3 日間で一通り全地域をカバーし，その結果に基づいて後半 3
日間のフライト経路とターゲット露岩を選定することとした．
　6 日間のアムンゼン湾滞在期間のうち，結果としてフライト可能な天候となった 2 月 19 日，
23 日，24 日の 3 日間，観測隊の AS ヘリを用いてオペレーションが実施された．そのフラ
イト経路は図 3 に示す．アムンゼン湾では，地質のオペレーションに加えて，リーセル・ラ
ルセン山への宙空（3 日間），測地（2 日間），陸上生物（2 日間），さらに本吉隊長と AFoPS
外国人 3 名（1 日）の日帰り調査がおこなわれた．それらリーセル・ラルセン山へのオペレー
25第 58次日本南極地域観測隊夏期地質調査報告 2016‒2017
図 3　アムンゼン湾周辺（エンダビーランド）でのヘリオペルート．
Fig. 3.  Helicopter ﬂight paths in the Amundsen Bay (Enderby Land) region.
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ションは，「しらせ」CH ヘリが用いられた．そのため，朝と夕方にリーセル・ラルセン山
への CH ヘリのフライト，その間の日中に地質の AS ヘリのフライトというスケジュールが
組まれた．朝のリーセル・ラルセン山への CH ヘリによる人員物資送り込みの後，ヘリ甲板
上で CH ヘリと格納庫の AS ヘリの入れ替え作業をおこない，その後に AS ヘリによる地質
のフライトが実施された．AS フライト終了後，再び AS ヘリと CH ヘリの入れ替えをおこ
ない，CH ヘリによるリーセル・ラルセン山からの人員物資のピックアップという作業が 3
日間おこなわれた．
⑵　アムンゼン湾周辺露岩域の地質調査（1 日目）（2017 年 2 月 19 日）






て，ブルシロフヌナターク（Brusilov Nunataks）の西方約 10 km の名称未詳露岩とマクマスター
山（Mt. McMaster）の 2 地点に着陸できた．それぞれ 30 分以内の滞在時間中に，急いでサ
ンプリングをおこなった．その間，アムンゼン湾の東部一帯に低層の雲が広がりつつあり，
調査終了後，雲の広がる空域を北側にう回しながら「しらせ」に帰還した．
⑶　アムンゼン湾周辺露岩域の地質調査（2 日目）（2017 年 2 月 23 日）












⑷　アムンゼン湾周辺露岩域の地質調査（3 日目）（2017 年 2 月 24 日）









ヒルズ（Fyfe Hills）に立ち寄って，計 4 地点で，それぞれ 30 分以内で岩石試料の採取をお
こなうことができた．




　通信機材リストを表 5 に示す．パーティーの人数が最大 8 名（さらに同行者が 2⊖3 名加わ
る可能性あり）となること，キャンプ地が 2 箇所に分かれることを想定して，HF 無線機＋












Table 5.  Communications equipment employed during ﬁeld work.
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表 6　通信状況
Table 6.  Records of radio communication.
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時交信は，昭和基地の 2000LT から VHF 無線機のチームが順番に，引き続いて 2015LT 以降
に HF 無線機のチームが順番に昭和基地との通信をおこなった．地質隊は，ラングホブデ（雪
鳥小屋）以外の場所では HF 無線機を使用したが，野外パーティーの大部分は昭和基地に近


















　野営ならびに共同装備のリストを表 7 に示す．パーティーの最大総人数 8 名を収容するた
めに，ベースキャンプでの食堂用メインテントとしてノースフェイス製の Dome8 を用いた
（図 4A）．Dome8 使用時にはテント内にメインテーブル 1 台と人数分の小型の椅子を設置し，
その上で調理器具，通信機器，充電器，食料などを配置した（図 4B）．また，食堂用の予備
テントとして，より小型で耐風性能に優れるノースフェイス製のDome5を2張用意した．パー








図 4　A）ベースキャンプの様子（明るい岩），中央手前が食堂用 Dome8 テント，B）食堂用 Dome8
テントの内部，C）大型テントのキャンパルジャパン社製のピルツ 19（スカレビークハルセン），
D）テント内に設置した HF 無線機（右）に給電する LibertyPak 社製のリン酸鉄リチウムイオ
ン（LiFePO4）蓄電池 Baby Genny（左）， E）Unmanned Aerial Vehicle（UAV）DJI 社製 Inspire 1（あ
けぼの岩），F）UAV で撮影したボツンヌーテンの山塊．
Fig. 4.  A) Main Dome8 tent (front) at the Akarui Point Base Camp. B) Interior of the Dome8 tent. C) Larger 
Piltz19 tent. D) HF radio (right) and LiFePO4 battery Baby Genny (left). E) Unmanned Aerial Vehicle 
(UAV), DJI Inspire 1, at Akebono Rock. F) Aerial photograph of Botnnuten taken by UAV.
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表 7　野営・調理・共同装備類のリスト（1/2）
Table 7.  Camping, cooking, and general equipment used during ﬁeld work. (1/2)
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表 7　野営・調理・共同装備類のリスト（2/2）
Table 7.  Camping, cooking, and general equipment used during ﬁeld work. (2/2)
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い設定で使用し，より安全・安定性を確保できた．個人用テントとして，ノースフェイス製
の VE-25 を予備を含めて 5 張，モンベル製のステラリッジ 3 型を 5 張，石井スポーツ製
GoreLight テント 1 張を用意した．今回使用したノースフェイス製の Dome8，Dome5，
VE-25 の各テントは，第 49 次～53 次隊でセール・ロンダーネ山地調査用に調達した装備の























して，4 台を借用したが，通常は 2 台を予備とした．火力も問題なく，故障などのトラブル
も皆無であった．非常用として支給される同じカセットガスボンベで作動する携帯型バー
ナ （ーSOTO シングルバーナー ST-301，SOTO G- ストーブ ST-320）をそれぞれ 2 台調達した．

























用いたソーラー発電システムは Baby Genny（Liberty Pak 社製バッテリー）と RT-60（Power 






器は，HF 無線機（要 20 W）×1 台，イリジウム電話機（要 5 W）×3 台，UHF 無線機（要
20 W）×8 台，野外調査機材（要 7 W）×8 名分，及びノートパソコン（要 30 W）×1 台を想定
した．これらより野外調査キャンプにおいて必要な総電力を約 300 W と見積もった．各機













より，今回は LibertyPak 社製の Baby Genny（155 Wh）をバッテリーとして選定し，予備を
含めて計 5 台を持ち込んだ（総容量 775 Wh）．Baby Genny はリン酸鉄リチウムイオン
（LiFePO4）を電池とし，1 台あたり 2.5 kg と軽量・小型で持ち運びに支障がなく，かつチャー
ジコントロール機能とインバーター機能を本体に内蔵する．ソーラーパネルからの電源ケー
ブル 1 本をバッテリーに接続するだけで蓄電可能であり，電力の取り出しはバッテリー側面
にある AC 100 V（50 Hz）のコンセント 2 個口及び DC 5 V（最大 2 A）の USB ソケット 1 個
口から可能である（図 4D）．動作温度は－20～60℃の設計で夏期における南極沿岸域での野
外使用に問題ない．蓄電はソーラーパネル以外にも 100 V コンセントからアダプターを介し






PowerFilm 社製の RT-60（最大出力 3.9 A・15.4 V，重量 1.4 kg）であった．取扱業者（Takashima, 
U.S.A., Inc.）に南極での野外使用について相談したところ，電源ケーブルの補強改造を勧め
られたため，今回はケーブル改造を施した RT-60 を選定した．
　亀井ほか（2009）は，南極の 12 月初旬～1 月下旬における晴天～曇天時のソーラーパネ
ル発電データを報告している．そのデータによれば，最大出力 2.3 A・15 V のパネル 1 枚によっ
て 1 日あたり 90⊖190 Wh/day 程度の電力を得ている．これから概算すると，1 枚の RT-60 よ
り 1 日あたり 150⊖310 Wh/day 程度の発電が見込まれる．したがって，1 台の Baby Genny
（155 Wh）につき 1 枚の RT-60 を接続し，このセットが二つあればキャンプで必要な電力を









起動させて各種機器の充電をおこなった．今回持ち込んだ HONDA EU16i は取り回しが容易
で発電能力が大きい機材である．調査期間中における発発の起動回数は計 4 回であり，ガソ
リンの総使用量は 10 L 未満であった．発発起動時には上記充電に加えて十分な余剰電力が
得られる．そこで Baby Genny への蓄電や無線機・各種調査機器の充電も同時におこなった．
調査の最終段階においてはラングホブデ雪鳥小屋に 3 泊 4 日の期間で滞在した．その際の電
力確保は小屋に備え付けの発電機を使用した．
　その他の電力獲得手段としては 3 名の隊員が最大出力 20⊖25 W 程度の小型ソーラーパネ
ル（RAVPower RP-PC005 や Anker Power Port Solar A2421011）を持参し，イリジウム電話の
充電，モバイルパソコンの充電，各種調査機器の充電，及び 10000⊖20000 mAh のモバイルバッ
テリー（USB で電力を入出力）への蓄電を実施した．さらに充電式単 3 型もしくは単 4 型
電池を 2 本同時蓄電できるモバイルソーラー充電器（太陽工房バイオレッタ VS01）を全隊
員分用意した．この充電器では，ほぼ毎日，主に GPS 用の単 3 型電池 2 本の蓄電を各自で

















磁鉄鉱）に反応してその強弱を SI unit で表す．花崗岩に使用した場合，一般に 3×10－3 SI 
unit 以上であれば磁鉄鉱系列，以下であればチタン鉄鉱系列とされる．今回は携帯型の
Terraplus 社製 KT-10 v2 を採用した．近年に南極で使用された KT-9（例えば第 50 次セール・
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表 9　地質調査用具リスト
Table 9.  Geological survey equipment used during ﬁeld work.
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ロンダーネ隊）に比較して，感度が 10 倍でデータのメモリー件数も最大 4000 件と性能アッ










　今回の調査では UAV（Unmanned Aerial Vehicle，あるいは，無人ヘリコプター）（Inspire）
による露岩空撮を 5 露岩で実施した．主機として DJI 社製 Inspire 1（図 4E）を 1 台，予備
機として DJI 社製 Phantom 2 を 1 台（いずれも地圏の在庫品）あわせて 2 台を持ち込んだ．
結果的に，Inspire 1 だけを使用した．1 露岩につき空撮のフライトは 2⊖3 回おこなった．
UAV の使用に先立って発発によるバッテリー充電，及びバッテリー保温のための湯たんぽ
作りを要した．バッテリーは 5700 mAh と 4500 mAh を各 2 台（計 4 台）用意した．ただし，
4500 mAh のバッテリー 2 台は蓄電性能に劣化があり，飛行途中で急激な電圧低下を起こし
て緊急着陸することがあったため，これらバッテリー 2 台の使用を途中で中止した．
　運用に関しては，1 人がドローンを操縦し，もう 1 人が撮影シャッターを切る 2 人体制で










































意し，A3 あるいは A4 用紙に印刷して，「しらせ」船内で各自に配布した．








必要であった（Garmin 60 シリーズは対応せず）．そのため，Garmin 64s を 4 台新たに調達し
た．
　Garmin GPS の Custom Map 機能を利用して，これら調査に用いる地図を格納するが，















　なお，Garmin 64s は初期設定では電池の消耗が激しいため，使用電池の設定を Traditional 
NiMH にするとともに，トラックを記録するサンプリング間隔を広げ，かつ画面の輝度を低
めまたはゼロに設定することで消耗を抑え，終日のデータ収録に対応した．各自に NiMH





年 12 月 2 日）後の 12 月 10 日に冷凍品，12 月 13 日に冷蔵品・生鮮食料等の配布がおこな
われた．今回の地質隊・AFoPS 隊の必要人日数は 344 人日であった．第 58 次隊の夏期の全








海岸での調査用と後半のリュツォ・ホルム湾沿岸での調査用に 4 分割したものを 2 セットず
つ割り当ててダンボール箱等に梱包した．大きな塊で支給された冷凍魚肉類（牛肉，豚肉，
表 10　食料品リスト（1/3）






減少した傾向にある．例えば，第 46 次隊では即席麺（カップ麺 90 食・袋麺 75 食）は 1 名
あたり 27.5 食であったが，今回第 58 次隊では 1 名あたり 16 食（カップ麺 60 食・袋麺 52 食）
表 10　食料品リスト（2/3）









Table 10.  Food inventory. (3/3)
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れを起こした隊員のために，キズパワーパッド（大）1 枚を 1 月 6 日に，同（普通）1 枚とテー




Table 11.  Sample menu.
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表 12　医療・医薬品リスト
Table 12.  Medical equipment inventory.
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3.5.　気象観測
　調査地域の各ベースキャンプにおいて，0730LT 及び 1930LT 頃に目視とケストレル 4500
で気象観測をおこなった．また，ヘリオペによるベースキャンプ移動の際には，現地の気象





















　調査期間中の湿度の変化を図 5A に示した．最高湿度は 88.0%，最低湿度は 35.4%で，と
表 13　ベースキャンプでの気象観測結果（2/2）
Table 13.  Meteorological observations undertaken at Base Camp. (2/2)
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図 5　調査期間中の気象観測データ．A）気温及び湿度，B）風速及び風向．HND - 日の出岬，AKB - 
あけぼの岩，AKR - 明るい岬，TMD - 天文台岩，SVH - スカレビークハルセン，BNT - ボツンヌー
テン，RVH - ルンドボークスヘッタ，LNG - ラングホブデ．
Fig. 5.  Meteorological data collected during the ﬁeld survey. A) Temperature and humidity. B) Wind speed and 
direction. HND - Cape Hinode; AKB - Akebono Rock; AKR - Akarui Point; TMD - Tenmondai 
Rock; SVH - Skallevikshalsen; BNT - Botnnuten; RVH - Rundvågshetta; LNG - Langhovde.
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もにあけぼの岩での記録であった．湿度変化は観測場所及び時期によらず，概ね気温変化と
逆の相関が認められた．すなわち，気温が 0℃以上の場合，湿度は 40⊖60%となり，気温が 0℃
以下の場合，湿度は 60%以上となった．
⑶　風速・風向
　調査期間中の風速及び風向の変化を図 5B に示した．風速は最大 8.9 m/s で，大抵 3 m/s 以
下であった．カタバ風の影響で風速は朝に上がり夜に下がる傾向が認められた．
　風向に関しては北から北東及び南西から北西の風が卓越し，その他に東から南の風が認め
られた．前者の風速は多くが 3 m/s 以下で，後者の風速は 3 m/s 以上であった．
⑷　天気
　気象観測を実施した 12 月下旬から 1 月下旬までの期間では，好天に恵まれブリザードも
なく特段ヘリオペ及び現地での野外調査に支障をきたすことはなかった．調査開始から約 1
週間は晴天または雲の少ない晴れの日が続いたが，それ以降は雲の多い日が増えた．明るい
岬で 2 回（1 月 6 日及び 1 月 8 日），スカレビークハルセンで 1 回（1 月 15 日），短時間の降
















































特に 12 月から 1 月にかけて，好天に恵まれたために，順調に調査を実施できた．12 月の夏
期オペレーションの立ち上げ当初に，2 機の CH ヘリのうちの 1 機に不具合が生じたため，
日程・調査地域などの計画変更を余儀なくされた．事前に計画変更の様々なオプションを検
討済みであったが，CH ヘリが 1 機体制になった場合の CH ヘリと AS ヘリの相互支援（AS
ヘリのバックアップによる CH ヘリの進出可能距離 50 マイル /CH ヘリバックアップによる
AS ヘリの進出可能距離 75 マイル）の制約について，事前情報が欠けていたために，計画変
更の検討に労を要した．
　観測隊 AS ヘリによるあけぼの岩から新南岩への日帰り地質調査のために，事前に「しら


















致していたことから，2012 年 8 月の第 12 回 AFoPS 年次総会（ニューデリー），2015 年 4 月
開催の ASSW2015 の AFoPS 会合（富山）で日本からの提案として審議され，最終的に 2015







補者をメンバーに加え，2016 年 6 月，国立極地研究所に同行者候補として推薦した．これ
に先立ち，インドネシア，モンゴルの候補者は，2016 年 3 月の乗鞍高原での冬期訓練に参
加した（図 7）．その後，健康診断等の手続きを経て，第 149 回南極地域観測統合推進本部
総会（2016 年 11 月 10 日開催）で，第 58 次隊同行者として 3 名の参加が正式に承認された．
なおモンゴルの同行者については，モンゴルが南極条約に加盟していることから，交換科学
者として第 58 次隊に参加することになった．
　南極での調査活動については，基本的には日本人地質隊 4 名と AFoPS 隊の外国人同行者
図 7　A）冬期訓練（乗鞍高原）に参加する AFoPS 隊の外国人同行者 2 名，B）南極で AFoPS 旗を掲
げる AFoPS 隊外国人同行者 3 名．
Fig. 7.  A) Two foreign exchange geologists participating in JARE winter training in the Norikura Mountains. 
B) Three foreign exchange geologists in Antarctica.
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3 名との合同で 7 名体制での行動とした．ただし，シーズン開始当初「しらせ」搭載 CH ヘ
リの運航の懸念から，最初の調査地である日の出岬への AFoPS 隊の同行を取りやめた．復
路のアムンゼン湾の調査についても，当初計画による CH ヘリの支援ではなく AS ヘリの支
援で実施することになったため，搭乗定員の制約から AFoPS 隊の同行を取りやめた．それ
以外は，ほぼ計画通り，地質隊 4 名と AFoPS 隊 3 名あわせた 7 名で行動した．地質隊 4 名
が AS ヘリでの日帰りでの他露岩の調査を実施する際は，昭和基地から本吉隊長が AS ヘリ
で来訪して，AFoPS 隊 3 名とともに調査を継続した．また，地質隊 4 名がスカレビークハ
ルセンからボツンヌーテンに移動して 2 泊 3 日の調査をおこなった際も同様に，本吉隊長と
AFoPS 隊 3 名（＋他の同行者 3 名）がスカレビークハルセンに留まって，調査を継続した．
結果として，あけぼの岩（12 月 27 日～1 月 4 日），明るい岬（1 月 4 日～8 日），天文台岩（1
月 8 日～12 日），スカレビークハルセン（1 月 14 日～19 日），ルンドボークスヘッタ（1 月
19 日～23 日），ラングホブデ（1 月 23 日～26 日），西オングル島（2 月 6 日），リーセル・













2）エンダビーランドの露岩域での調査を往路 2 日・復路 3 日の計 5 日間実施できた．その
うち，7 箇所の日本隊未調査露岩で地質調査と岩石試料の採取をおこなうことができた．
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